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(57)【要約】
【課題】動画の内容を反映したインタフェースにより高
速閲覧を可能とする表示制御装置、表示制御方法及び表
示制御プログラムを提案する。
【解決手段】表示制御装置１０は、複数フレームの映像
から構成される動画からフレーム毎に映像に含まれるオ
ブジェクトを検出し、検出されたオブジェクトのうち、
動画内での出現態様（各オブジェクトが出現する頻度及
び／又は出現するタイミング）に基づく条件を満たすオ
ブジェクトを選択し、選択されたオブジェクトのそれぞ
れについてユーザによる重要度の指定を受け付け可能な
キューＯＣ１～ＯＣ１０をインタフェース１００に提示
する。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数フレームの映像から構成される動画から、前記動画に含まれるオブジェクトを検出
する検出部と、
　前記検出部により検出されたオブジェクトの中から、前記動画内での出現態様に基づく
条件を満たすオブジェクトを選択する選択部と、
　前記選択部により選択されたオブジェクトのそれぞれについてユーザの指定を受け付け
可能な指定部をインタフェースに提示する表示制御部と、
　を備える表示制御装置。
【請求項２】
　前記検出部は、フレーム毎に前記動画に含まれるオブジェクトを検出し、
　前記選択部は、前記検出部により検出されたオブジェクトの中から、前記動画内での出
現頻度及び出現タイミングの一方又は双方に基づいてオブジェクトを選択する、請求項１
に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記選択部は、前記検出部により検出されたオブジェクトのうち、前記動画内での出現
頻度が相対的に低いオブジェクトを選択対象から除外する、請求項２に記載の表示制御装
置。
【請求項４】
　前記選択部は、前記検出部により検出されたオブジェクトのうち、前記動画内での出現
頻度が相対的に高いオブジェクトを選択対象から除外する、請求項２に記載の表示制御装
置。
【請求項５】
　前記選択部は、前記検出部により検出されたオブジェクトの中で同時に出現する２以上
のオブジェクトがある場合、当該２以上のオブジェクトのうちの一つを選択する、請求項
２に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記インタフェースに提示された前記指定部のうち少なくとも一つの指定部が指定され
た場合、前記表示制御部は、前記複数フレームのうち、当該少なくとも一つの指定部に対
応するオブジェクトが出現する第１フレームの再生速度が、前記第１フレーム以外の第２
フレームの再生速度よりも遅くなるように前記動画を表示させる、請求項１から５のいず
れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、
　前記選択部により選択されたオブジェクト毎に前記インタフェースに提示する前記指定
部の色が異なるように表示し、
　前記インタフェースに提示された前記指定部のうち少なくとも一つの指定部が指定され
た場合、当該少なくとも一つの指定部に対応するオブジェクトが出現する時間軸上の区間
を当該少なくとも一つの指定部の色で前記インタフェースに提示する、請求項１から６の
いずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　複数フレームの映像から構成される動画から、前記動画に含まれるオブジェクトを検出
する検出ステップと、
　前記検出ステップで検出されたオブジェクトの中から、前記動画内での出現態様に基づ
く条件を満たすオブジェクトを選択する選択ステップと、
　前記選択ステップで選択されたオブジェクトのそれぞれについてユーザの指定を受け付
け可能な指定部をインタフェースに提示する提示ステップと、
　を含む表示制御方法。
【請求項９】
　コンピュータを、
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　複数フレームの映像から構成される動画から、前記動画に含まれるオブジェクトを検出
する検出部と、
　前記検出部により検出されたオブジェクトの中から、前記動画内での出現態様に基づく
条件を満たすオブジェクトを選択する選択部と、
　前記選択部により選択されたオブジェクトのそれぞれについてユーザの指定を受け付け
可能な指定部をインタフェースに提示する表示制御部と、
　として機能させる表示制御プログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御装置、表示制御方法及び表示制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ウェアラブルカメラの小型化及び普及に伴い、頭部に装着されたカメラによって
撮影した動画（以下、「一人称視点映像」と呼ぶ。） が撮影される機会が増加している
。一人称視点映像を閲覧することで、撮影者がどこへ行き、何をしていたかなどの詳細な
記録を、撮影者の目線を通して共有可能となる。両手が空いた状態で撮影可能な一人称視
点映像は撮影時の負担が非常に小さいため、日常生活、レジャー、スポーツ、個人技能の
解析など、様々な対象の記録を残す手段として今後普及して行くことが予想される。さら
に、カメラ付きのスマートフォンの普及に伴い、誰でも気軽に写真が撮影可能となったこ
とで、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）において大量の写真が投稿、
共有される時代が到来したように、今後、次なる撮影手段としてウェアラブルカメラが普
及することで、一人称視点映像を共有し、閲覧する機会が増えていくことが予想される。
【０００３】
　しかしながら、一人称視点映像では常時撮影が基本であるため、撮影者の視覚体験をも
れなく記録可能である反面、長時間かつ冗長なシーンを含む場合が多くなってしまい、映
像を閲覧するのに時間を要するという問題点がある。この問題点を解決する手法として、
シーンごとに再生速度を変化させる高速閲覧手法が研究されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１及び非特許文献１では、一人称視点映像を閲覧する手がかり（キュ
ー）として、Movement（移動）、Stop（静止）、Hand（手の動作）、Person（人物との対
話）という撮影者の基本的な行動に対応した４つのキューを搭載したインタフェースが提
案されている。ユーザがこれらのキューの重要度を指定することで、一人称視点映像の中
で注目部分と非注目部分が設定され、注目部分は通常速度で再生され、非注目部分は高速
で再生される。これにより、一人称視点映像からユーザの関心の高いシーンを効率的且つ
高速に発見し、閲覧することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特願２０１６－２４１４４６
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】K. Higuchi, R. Yonetani, and Y. Sato, “EgoScanning: Quickly Sca
nning First-Person Videos with Egocentric Elastic Timelines” In Proceedings of 
the 2017 CHI Conference on Human Factors in Computing Systems, 2017, p. 6536-654
6
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　しかしながら、特許文献１及び非特許文献１で提案されたインタフェースでは、ユーザ
が指定可能なキューが４つのキューに固定されており、動画の内容が考慮されていないた
め、システムが有効に働く動画が限定されるという問題があった。
【０００８】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、動画の内容を反映したインタフェースに
より高速閲覧を可能とする表示制御装置、表示制御方法及び表示制御プログラムを提案す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の表示制御装置は、複数フレームの映像から構成される動画から、前記動画に含
まれるオブジェクトを検出する検出部と、前記検出部により検出されたオブジェクトの中
から、前記動画内での出現態様に基づく条件を満たすオブジェクトを選択する選択部と、
前記選択部により選択されたオブジェクトのそれぞれについてユーザの指定を受け付け可
能な指定部をインタフェースに提示する表示制御部と、を備えるものである。
【００１０】
　本発明の表示制御方法は、複数フレームの映像から構成される動画から、前記動画に含
まれるオブジェクトを検出する検出ステップと、前記検出ステップで検出されたオブジェ
クトの中から、前記動画内での出現態様に基づく条件を満たすオブジェクトを選択する選
択ステップと、前記選択ステップで選択されたオブジェクトのそれぞれについてユーザの
指定を受け付け可能な指定部をインタフェースに提示する提示ステップと、を含むもので
ある。
【００１１】
　本発明の表示制御プログラムは、コンピュータを、複数フレームの映像から構成される
動画から、前記動画に含まれるオブジェクトを検出する検出部と、前記検出部により検出
されたオブジェクトの中から、前記動画内での出現態様に基づく条件を満たすオブジェク
トを選択する選択部と、前記選択部により選択されたオブジェクトのそれぞれについてユ
ーザの指定を受け付け可能な指定部をインタフェースに提示する表示制御部と、として機
能させるものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、動画に含まれる各オブジェクトについてユーザの指定を受け付け可能
な指定部を動的に生成してインタフェースに提示することにより、より効率的に動画から
特定のシーンを発見することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態の表示制御装置のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図２】本実施形態の表示制御装置により実行されるキュー生成処理のフローチャートで
ある。
【図３】動画からのオブジェクト検出を説明する図である。
【図４】動画から検出されたオブジェクトのキューの候補を示す図である。
【図５】有効なキューの組み合わせを選択するキュー選択アルゴリズムの例を説明する図
である。
【図６Ａ】キュー選択アルゴリズムにおいて、動画の一部のフレームのみに出現するオブ
ジェクトがある場合を説明する図である。
【図６Ｂ】キュー選択アルゴリズムにおいて、動画の大部分のフレームで出現するオブジ
ェクトがある場合を説明する図である。
【図６Ｃ】キュー選択アルゴリズムにおいて、同時に異なるオブジェクトが出現する場合
を説明する図である。
【図６Ｄ】キュー選択アルゴリズムにおいて、閲覧に有効なオブジェクトのキューが選択
される場合を説明する図である。
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【図７】キュー選択アルゴリズムにおいて、キューの候補の中から有効なキューが選択さ
れることを説明する図である。
【図８】貪欲法を用いたキュー選択アルゴリズムの手順を説明する図である。
【図９】キュー選択アルゴリズムの結果に基づいて生成されるオブジェクトキューを示す
図である。
【図１０】本実施形態の表示制御装置により表示されるインタフェースであって、オブジ
ェクトキューが操作されていない状態の表示例を示す図である。
【図１１】本実施形態の表示制御装置により実行される閲覧設定処理のフローチャートで
ある。
【図１２】本実施形態の表示制御装置により表示されるインタフェースであって、オブジ
ェクトキューが操作されたときの表示例を示す図である。
【図１３Ａ】本実施形態のインタフェースの評価実験のために用いる複数の映像の内容を
示す表である。
【図１３Ｂ】評価実験の設計を示す表である。
【図１４】本実施形態のインタフェースを用いた場合において、映像毎に検出回数の多い
オブジェクトとキュー選択アルゴリズムで選択されたキュー（オブジェクト）とを示す表
である。
【図１５】インタフェースの高速閲覧性能を図る尺度としての平均閲覧速度を説明する図
である。
【図１６】評価実験で用いた映像毎に、本実施形態のインタフェース及び従来のインタフ
ェースの平均閲覧速度及び９５％信頼区間を示す表である。
【図１７】本実施形態のインタフェース及び従来のインタフェースに対する主観評価結果
を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。各図において、同一又は同
様の要素には同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に係る表示制御装置１０のハードウェア構成を示すブロック
図である。表示制御装置１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１と、ＲＡＭ（R
andom Access Memory）１２と、ＲＯＭ（Read Only Memory）１３と、通信部１４と、入
力部１５と、表示部１６とを有し、各部はバスを介して相互に接続されている。
【００１６】
　ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１３に格納された表示制御プログラム等の各種のアプリケーショ
ンプログラムを実行する。また、ＣＰＵ１１は、通信部１４又は入力部１５からの入力デ
ータを演算し、演算結果をＲＡＭ１２又はＲＯＭ１３に格納させたり、表示部１６に表示
させたりする。具体的に、ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１３に格納された表示制御プログラムに
したがって、動画からフレーム毎にオブジェクトを検出する検出部と、検出されたオブジ
ェクトの中から、動画中の各オブジェクトの出現態様（各オブジェクトが出現する頻度及
び出現するタイミング）に基づく条件を満たすオブジェクトを選択する選択部と、選択さ
れたオブジェクトのそれぞれについてユーザが重要度を指定可能なキュー（指定部）を表
示部１６上のユーザインタフェース（ＵＩ）に提示する表示制御部としての機能を有する
。
【００１７】
　ＲＡＭ１２は、半導体素子で構成される揮発性メモリであり、ＣＰＵ１１によって実行
される各種処理で生じたデータ等を記憶する。
【００１８】
　ＲＯＭ１３は、半導体記憶素子で構成される不揮発性メモリであり、ＣＰＵ１１によっ
て実行される各種のアプリケーションプログラムやデータを格納している。なお、表示制
御装置１０で実行可能な各種のアプリケーションプログラムは、表示制御装置１０が読み
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取り可能なメモリカード等の外部記録媒体に格納されていてもよいし、通信ネットワーク
を介して提供されてもよい。
【００１９】
　通信部１４は、表示制御装置１０をＬＡＮ（Local Area Network）又はＷＡＮ（Wide A
rea Network）等の通信ネットワークに接続する。
【００２０】
　入力部１５は、キーボード、マウス、タッチパネル等の入力デバイスからなり、ユーザ
の操作によってデータの入力を受け付ける。
【００２１】
　表示部１６は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等の表示デバイスからなり、ＣＰＵ
１１による演算結果を表示する。具体的に、表示部１６は、ＣＰＵ１１により実行された
表示制御プログラムに基づいて、動画表示のためのＵＩ（図１０及び図１２参照。）を表
示する。
【００２２】
　なお、表示制御装置１０は、一般のパーソナルコンピュータ又はスマートフォンのＣＰ
Ｕによって表示制御プログラムを実行することで実現されるようにしてもよい。
【００２３】
　次に、表示制御装置１０により実行される処理について説明する。
　図２は、表示制御装置１０により実行されるキュー生成処理を示すフローチャートであ
る。
【００２４】
　まず、表示制御装置１０は、図３に示すように、入力された動画（一人称視点映像）か
らフレーム毎に動画に含まれるオブジェクト（物体、人物等）を検出する（ステップＳ１
）。動画からオブジェクトを検出するのは、検出されたオブジェクトの一部を重要度指定
のためのキューとしてＵＩに提示することにより、ユーザは提示されたキューから映像の
内容（撮影された場所や撮影者の行動等）を推定し、且つ動画中の特定のシーンに容易に
アクセスできるようにするためである。
【００２５】
　ステップＳ１では、例えば、公知のオブジェクト検出方法であるＹＯＬＯｖ２（J. Red
mon and A. Farhadi. YOLO9000: better, faster, stronger. In In Proc. IEEE Conf. C
omputer Vision and Pattern Recognition (CVPR’17), pp. 7263-7271, 2017.）を用い
る。ここで、公知のCOCO dataset（T. Y. Lin, M. Maire, S. Belongie, J. Hays, P. Pe
rona, D. Ramanan, P. Doll´ar, and C. L. Zitnick. Microsoft COCO: Common Objects
 in Context. In Proceedings of the European Conference on Computer Vision (ECCV)
, pp. 740-755, 2014.）を用いて合計８０種類のオブジェクトが検出可能なネットワーク
を利用する。なお、オブジェクトの検出方法及び検出可能なオブジェクトの数については
、これらの公知技術に限定されるものではない。
【００２６】
　ステップＳ１において動画からオブジェクトが検出されると、表示制御装置１０は、図
４に示すように、検出された全てのオブジェクトについて、重要度を指定するためのキュ
ーを暫定的に設定する。ここで、ステップＳ１で検出された全てのオブジェクトに対応す
るキューをＵＩの限られたスペースに表示することは困難である。また、動画中に数フレ
ームしか現れないオブジェクトや、逆に常時現れ続けるオブジェクトなど、適応的な高速
閲覧に必ずしも適さないオブジェクトがキューとして利用される可能性がある。そこで、
表示制御装置１０は、キュー選択アルゴリズムを用いて、ステップＳ１で検出された全て
のオブジェクトに対応するキューの候補の中から、動画の高速閲覧に有効なオブジェクト
のキューを選択する（ステップＳ２）。
【００２７】
　以下、図５～図８を参照して、動画の高速閲覧に有効なオブジェクトのキューを選択す
るキュー選択アルゴリズムについて詳細に説明する。
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　ここでは、図５に示すように、すでに２つのオブジェクトのキュー（c1、c2）が選択済
みであるとき、新たな４つのオブジェクトのキューの候補（c3、c4、c5、c6）の中から有
効なキューを１つ選択する例を説明する。図５に示す各キューの斜線部分は、時間軸上で
オブジェクトが出現する箇所（キューが強調する箇所）を示している。これら４つのキュ
ーの候補（c3、c4、c5、c6）は、図５に示すように、動画全体における出現態様（オブジ
ェクトが出現する頻度及び出現するタイミング）が異なっている。最初に選択される２つ
のキューc1及びc2の選択方法については後述する。
【００２９】
（i）動画のごく一部のみ出現するオブジェクトのキュー（Irrelevant cue）
　図６Ａに示すように、キューc3は、動画内のごくわずかなシーンのみ強調するキューで
あり、動画の要旨に無関係なノイズである場合が多い。また、選択済みの２つのキュー（
c1、c2）にキューc3を追加した場合、これらのキューを任意に組み合わせても（c1+c3, c

2+c3, c1+c2+c3など）強調できないシーンが動画中に多く存在してしまう。よって、キュ
ーc3は動画の高速閲覧に有効なキューとして選択されない。
【００３０】
（ii）動画の大部分に出現するオブジェクトのキュー（Dominant cue）
　反対に、図６Ｂに示すキューc4のように、動画の大部分に出現するオブジェクトのキュ
ーは、動画の内容を反映したキューである反面、ユーザがキューc4の重要度を高く指定す
ると、動画の大部分が強調された冗長な動画が再生されてしまい、動画からシーンを絞り
込む効果がない。よって、キューc4も動画の高速閲覧に有効なキューとして選択されない
。
【００３１】
（iii）他のオブジェクトと同時に出現するオブジェクトのキュー（Overlapping cue）
　動画内で同時に出現するオブジェクトとしては、例えば、お皿とフォーク、ディスプレ
イとキーボードなどがある。図６Ｃに示すキューc5のように、動画の一部区間を適度に強
調するがその強調箇所が既に選択済みのキュー（図６Ｃではキューc2）の強調箇所と被っ
ている場合（例えば、キューc2がお皿、キューc5がフォークに対応する場合）、ユーザが
キューc2の重要度を指定した場合でもキューc5の重要度を指定した場合でも、同じ箇所が
強調された動画が再生されることとなる。よって、キューc5も動画の高速閲覧に有効なキ
ューとして選択されない。
【００３２】
（iv）最適なキュー（Acceptable cue）
　図６Ｄに示すキューc6は、動画の一部区間を強調でき、且つ上記（i）～（iii）のいず
れにも該当しないキューである。キューc6が選択済みの２つのキューc1、c2に追加され、
結果として得られた３つのキューを任意に組合せると、動画の一部分を強調することがで
きる様々なパターン（c1+c2, c1+c6, c2+c6, c1+c2+c6）を得ることができる。
【００３３】
　そのため、図７に示すように、４つのオブジェクトのキューの候補（c3、c4、c5、c6）
の中から有効なキューとしてc6が選択され、結果として３つの有効なキューc1、c2、c6が
選択されることとなる。
【００３４】
　このように、動画から検出された全てのオブジェクトについて暫定的に設定されたキュ
ーの中から上記のキュー選択アルゴリズムに従って最適なキューを一つずつ選択して追加
する作業を、予め設定されたキューの個数まで繰り返すことで、最終的にユーザに提示す
る最適なキューの組み合わせが決定される。
【００３５】
　キュー選択アルゴリズムに従って最適なキューを選択するために、キューの組み合わせ
CN＝{c1, …, cN}に対し式（１）に示す有効度評価関数F(CN)を用いる。
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【数１】

【００３６】
　式（１）においてA(CN)はＮ個のキューの組み合わせで強調するフレームの総数、B(ci)
は１つのキューciが強調するフレームの数を示す。キュー選択アルゴリズムでは有効度評
価関数F(CN)が最大となるようなキューの組み合わせCNを選択する。
【００３７】
　例えば、図５に示すように、既に２つのキューが選択済みで、新たに３番目のキューを
選択する場合（N=3の場合）、c1+c2+c3（図６Ａ）やc1+c2+c5（図６Ｃ）は強調するフレ
ームの総数A(C3)が相対的に少ない一方で、c1+c2+c4（図６Ｂ）やc1+c2+c6（図６Ｄ）は
強調するフレームの総数A(C3)が相対的に多い。また、キューc4が強調するフレームの数B
(c4)は相対的に多い一方で、キューc6が強調するフレームの数B(c6)は相対的に少ない。
すなわち、A(CN)を導入することで、動画内でわずかしか出現しないキューc3や選択済み
のキューと強調箇所が被るようなキューc5は排除される。また、max (B(ci))を導入する
ことで、キューc4のように動画全体を通して極端に出現頻度の高いオブジェクトのキュー
（動画の大部分を強調してしまうキュー）を排除することができる。よって、既に２つの
キュー（c1,c2）が選択済みの場合、４つのキューの候補（c1,c2,c3,c4）のうち有効度評
価関数F(C3)が最大となるキューはc6となる。
【００３８】
　有効なキューの選択のアルゴリズムでは、全探索を用いて有効なキューの組み合わせを
求めるのは計算量が膨大となりＮＰ困難となることから、本実施形態では貪欲法を用いて
有効なキューの組み合わせを求める。ただし、最初に選択される２つのキューについては
、図８に示すように、有効度評価関数F(C2)が最大となるようなキューの組み合わせC2＝{
c1,c2}を全探索によって求める。C3＝{c1,c2,c3}を求める場合は、選択済みのC2＝{c1,c2
}を保持し、F(C3)が最大となるようなキューc3を求める。このように貪欲法を用いて最適
なキューの組み合わせを求める処理を予め設定されたキューの個数mまで繰り返すことで
、最終的にユーザに提示する最適なキューの組み合わせCm＝{c1, …, cm}が決定される。
【００３９】
　なお、本実施形態では、有効度評価関数として式（１）を採用したが、上記（iv）の最
適なキューが選択可能であれば、他の関数を採用してもよい。
【００４０】
　キュー選択アルゴリズムによって最適なキューが選択されると、表示制御装置１０は、
選択された最適なキューを、表示部１６に表示されたインタフェース１００上に提示させ
る（ステップＳ３）。図９に、キュー選択アルゴリズムによって選択された最適なキュー
（オブジェクトキュー）の一例を示す。図９のオブジェクトキューは、図１０に示すよう
に、インタフェース１００のオブジェクトキュー領域２００に提示される。図９及び図１
０ではキューが１０個（m=10）提示された例を示している。なお、本実施形態では、最適
なキューの個数mが予め設定されるものとしているが、ユーザが最適なキューの個数を任
意に指定可能としてもよい。
【００４１】
　オブジェクトキュー領域２００は、図９に示すように、オブジェクト名表示領域２０１
とキュー表示領域２０２とを有し、オブジェクト名表示領域２０１上の各オブジェクト名
に対応して、重要度を指定するためのキューＯＣ１～ＯＣ１０が表示されている。キュー
ＯＣ１～ＯＣ１０のそれぞれにはスライダＳＤ１～ＳＤ１０が設けられており、スライダ
ＳＤ１～ＳＤ１０を操作することにより、重要度が0.00～1.00の間で指定可能となってい
る。また、キューＯＣ１～ＯＣ１０は互いに異なる色で表示されており（例えば、キュー
ＯＣ１は赤色、キューＯＣ２は緑色など）、各オブジェクトが色によって区別可能となっ
ている。
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【００４２】
　図１０は、表示部１６に表示されるインタフェース１００であって、オブジェクトキュ
ー領域２００のキューＯＣ１～ＯＣ１０のスライダＳＤ１～ＳＤ１０が全て0.00の位置に
ある場合（すなわち、全てのキューの重要度が0.00である場合）を示す。図１０に示すよ
うに、インタフェース１００は、オブジェクトキュー領域２００と、動画選択領域３００
と、再生画面領域４００と、オブジェクトタイムライン５００と、伸縮タイムライン６０
０と、再生速度設定領域７００とから構成される。
【００４３】
　動画選択領域３００は、再生画面領域４００に表示中の動画以外の動画へのリンクとな
る領域である。図１０では８個の動画のサムネイルが表示されているが、表示される動画
のサムネイルの個数は限定されない。また、動画のサムネイルの他に、動画の内容を示す
テキスト情報が表示されていてもよい。
【００４４】
　再生画面領域４００は、動画選択領域３００から選択された動画を再生する領域である
。
　オブジェクトタイムライン５００は、再生画面領域４００と伸縮タイムライン６００と
の間に設けられ、キューＯＣ１～ＯＣ１０のうち１以上のキューのスライダが操作された
場合、操作されたキューに対応するオブジェクトが動画中に出現する箇所（タイミング）
を、後述の伸縮タイムライン６００に対応させて表示する領域である。
【００４５】
　伸縮タイムライン６００は、動画の時間経過を示す目盛を表示しており、動画の再生に
伴ってスライダ６０１が目盛に沿って移動可能となっている。図１０に示すように、キュ
ーＯＣ１～ＯＣ１０のスライダＳＤ１～ＳＤ１０が操作されていない状態（すなわち、重
要度が0.00である状態）では、伸縮タイムライン６００の目盛は等間隔で表示され、再生
画面領域４００に表示された動画が全てのフレームで同じ再生速度で再生されることとな
る。
【００４６】
　再生速度設定領域７００は、再生画面領域４００に表示された動画全体を何倍の速度で
再生するかをスライダ７０１によって設定する領域である。
【００４７】
　次に、図１１及び図１２を参照して、ユーザが実際にインタフェース１００を用いて動
画を閲覧する際に行われる閲覧設定処理の一例について説明する。
【００４８】
　まず、キューＯＣ１～ＯＣ１０のうち少なくとも１つのキューのスライダがユーザによ
って操作されると、操作されたキューに対応するオブジェクトの重要度が0.00以外の値に
指定される（ステップＳ１０）。図１２に示すインタフェース１００では、オブジェクト
が“car”、“bird”及び“bottle”に対応するキューＯＣ２、ＯＣ４及びＯＣ５のスラ
イダＳＤ２、ＳＤ４及びＳＤ５がそれぞれ、0.56、1.00及び1.00の位置に操作された例、
すなわち、“car”、“bird”及び“bottle”の重要度がそれぞれ、0.56、1.00及び1.00
に指定された例を示している。
【００４９】
　次に、表示制御装置１０は、ステップＳ１０で重要度が0.00以外の値に指定されたオブ
ジェクトが検出された箇所をオブジェクトタイムライン５００上に表示する（ステップＳ
１１）。例えば、オブジェクトが“car”、“bird”及び“bottle”に対応するキューＯ
Ｃ２、ＯＣ４及びＯＣ５が、それぞれ、緑色、水色、ピンク色で表示されていた場合、オ
ブジェクトタイムライン５００では、“car”が出現する区間ＴＬ２が緑色でハイライト
され、“bird”が出現する区間ＴＬ４が水色でハイライトされ、“bottle”が出現する区
間ＴＬ５がピンク色でハイライトされる。このように、重要度が0.00以外の値に指定され
たオブジェクトが出現する区間をオブジェクトタイムライン５００上でキューの色に対応
させて表示させることで、ユーザが関心をもったオブジェクトが動画全体のどのタイミン
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グで出現するかが一目で確認可能となる。
【００５０】
　さらに、再生速度設定領域７００のスライダ７０１の移動により、動画全体を何倍の速
度で再生するかが指定される（ステップＳ１２）。表示制御装置１０は、ステップＳ１０
及びＳ１２におけるユーザの指定に基づいて、動画の各フレームの再生速度を算出する（
ステップＳ１３）。各オブジェクトの重要度及び動画全体の再生速度に基づくフレーム毎
の再生速度（表示時間）の算出方法は、非特許文献１に開示された方法を用いることがで
きる。
【００５１】
　そして、表示制御装置１０は、ステップＳ１３で算出した各フレームの再生速度を伸縮
タイムライン６００上に反映させる（ステップＳ１４）。具体的に、表示制御装置１０は
、各フレームの再生速度に応じて伸縮タイムライン６００上の目盛の幅を変更する。再生
速度が遅くなるにしたがって伸縮タイムライン６００の目盛の幅が広くなる。また、表示
制御装置１０は、ステップＳ１０において重要度が0.00以外の値に指定されたオブジェク
トが出現する区間を伸縮タイムライン６００に沿ってハイライト表示させる。例えば、図
１２の伸縮タイムライン６００において、“car”が出現する区間ＥＴ１、“bottle”が
出現する区間ＥＴ２、及び“bird”が出現する区間ＥＴ３が赤くハイライトされる。伸縮
タイムライン６００において赤くハイライトされた区間Ｅ１～Ｅ３は他の区間ＮＴよりも
遅く再生される。このように、ユーザによって重要度が0.00以外の値に指定されたオブジ
ェクトが出現するシーンとその他のシーンの再生速度の違いを伸縮タイムライン６００上
で明確に区別させることが可能となる。また、表示制御装置１０は、伸縮タイムライン６
００の区間Ｅ１～Ｅ３を、それぞれ、オブジェクトタイムライン５００上の区間ＴＬ２、
ＴＬ５、及びＴＬ４に対応させる。これにより、ユーザは、動画を閲覧する前に、関心の
あるオブジェクトが出現するシーンの再生速度と出現するタイミングの双方を把握するこ
とができる。
【００５２】
　次に、本実施形態のインタフェース１００の評価実験について説明する。
　一人称視点映像は見回り（監視）や伝統技能の保存、ライフログなど、幅広く応用する
ことができ、それぞれの映像において重要なシーンが異なる。そこで、様々なシーンをウ
ェアラブルカメラで撮影した一人称視点映像を用意し、その中から特定のシーンを、本実
施形態のインタフェース１００（以下、インタフェースαと呼ぶ。）及び非特許文献１に
開示されたインタフェース（以下、インタフェースβと呼ぶ。）を用いて発見するタスク
を実験参加者に与えることで、インタフェースαに対する評価実験を行った。
【００５３】
　評価実験では、図１３Ａに示すように、８種類のシーンをウェアラブルカメラで撮影し
た動画（映像１～映像８）をそれぞれ２つのデータセットＡ及びＢに分け、計１６本の映
像を用意した。実験参加者は、インターネット上で公開されている一般的な映像閲覧シス
テムを使用した経験のある大学生１６名である。図１３Ｂに示すように、実験参加者を８
名ずつ２つのグループＸとＹに分け、グループＸは、データセットＡをインタフェースβ
で、データセットＢをインタフェースαで閲覧し、グループＹは、データセットＡをイン
タフェースαで、データセットＢをインタフェースβで閲覧した。
【００５４】
　図１４は、映像１～映像８のそれぞれについて、検出回数の多い順でのオブジェクトの
名称と、本実施形態のインタフェースαを用いて選択されたキュー（オブジェクトの名称
）を示している。インタフェースαを用いた場合、映像の種類に応じてキューが動的に生
成されることで、図１４に示すように、単純に検出回数の多い順のオブジェクトとは異な
るオブジェクトのキューが選択された。例えば、“person”はどの種類の映像に対しても
検出されているが、映像３（市街地散策）と映像８（テーマパーク観光）では映像の大部
分で歩行者が撮影されるため、“person”（人物）のキューは有効なキューとして選択さ
れなかった。このように、インタフェースαを用いることで、映像全体を指定するような
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冗長なキューを排除して有効なキューの組み合わせを選択することが可能となる。
【００５５】
　評価実験では、各映像から特定のシーンを２秒程度抜き出して実験参加者に提示し、イ
ンタフェースα及びβを用いて、提示されたシーンを見つけるタスクを実験参加者に与え
、その完了時間（タスク完了時間）を測定した。そして、タスク完了時間から平均閲覧速
度を計算した。平均閲覧速度は、非特許文献１においてインタフェースの高速閲覧性能を
図る尺度として導入されたもので、図１５に示すように、特定のシーンが映像内で位置し
ている時間（目的シーンの位置(s)）をそのシーンを発見するタスクの完了時間（タスク
完了時間(s)）で割ったものである。平均閲覧速度が大きいシステムほど、効率的に目的
のシーンを発見可能なシステムとなる。
【００５６】
　そして、インタフェースα及びβのそれぞれについて、８種類の映像それぞれに対する
タスクとそれらを合計したタスク全体における平均閲覧速度から９５％信頼区間を計算し
た。図１６は、インタフェースα及びβのそれぞれについて、映像毎に平均閲覧速度の実
験参加者平均と９５％信頼区間を示したものである。図１６に示すように、ほとんどの映
像について、本実施形態のインタフェースαの方が優位な有意差（図１６において「＊」
が付された箇所を参照。）が得られた。
【００５７】
　図１７に、インタフェースα及びインタフェースβに対する実験参加者（１６名）の主
観評価の結果を７段階評価（ローマ数字のI～VII）で示す。図１７では、インタフェース
αが優位の回答ほどローマ数字の値が大きくなり、インタフェースβが優位の回答ほどロ
ーマ数字の値が小さくなっている。また、ローマ数字に関連付けて付されているアラビア
数字は、実験参加者の数である。例えば、「VII　１０」は１０名の実験参加者がインタ
フェースαの方が優位であると回答していることを示す。図１７に示すように、４つの全
ての質問に対し、過半数の参加者が本実施形態のインタフェースαの方を高く評価してい
ることがわかる。
【００５８】
　このように、本実施形態によれば、動画に含まれる各オブジェクトの重要度を指定する
ためのキュー（指定部）を動画の内容に応じて動的に生成しインタフェースに提示するこ
とにより、より効率的に動画から特定のシーンを発見することが可能となる。
【００５９】
　本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
内で種々の変更が可能である。
【００６０】
　例えば、本実施形態では、動画からオブジェクト（物体、人物など）のみを検出して動
画の閲覧に有効なキューを動的に自動生成するようにしたが、動画からオブジェクト以外
の情報（例えば、撮影場所、被写体の動作など）も検出してキューを自動生成するように
してもよい。
【符号の説明】
【００６１】
　１０　表示制御装置
　１１　ＣＰＵ
　１２　ＲＡＭ
　１３　ＲＯＭ
　１４　通信部
　１５　入力部
　１６　表示部
　１００　インタフェース
２００　オブジェクトキュー領域
２０１　オブジェクト名表示領域
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２０２　キュー表示領域
３００　動画選択領域
４００　再生画面領域
５００　オブジェクトタイムライン
６００　伸縮タイムライン
６０１　スライダ
７００　再生速度設定領域
７０１　スライダ
ＯＣ１、ＯＣ２、ＯＣ３、ＯＣ４、ＯＣ５、ＯＣ６、ＯＣ７、ＯＣ８、ＯＣ９、ＯＣ１０
　キュー
ＳＤ１、ＳＤ２、ＳＤ３、ＳＤ４、ＳＤ５、ＳＤ６、ＳＤ７、ＳＤ８、ＳＤ９、ＳＤ１０
　スライダ
 

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６Ｄ】
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